
序

芥
川
龍
之
介
「
煙
草
と
悪
魔
」
は
、「
新
思
潮
」（
一
九
一
六
年
一
一
月
）

に
「
煙
草
」
の
題
で
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
改
題
を
経
て
短
編
集
『
煙
草
と
悪

魔
』
に
収
録
さ
れ
た
。
作
品
全
体
が
五
つ
に
分
け
ら
れ
た
五
部
構
成
で
あ

り
、
初
出
の
本
文
末
尾
の
記
述
か
ら
発
表
年
の
十
月
二
十
一
日
に
執
筆
が
完

了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
芥
川
の
作
家
人
生
を
通
し
て
制
作
さ
れ
た
、
キ
リ

ス
ト
教
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
群
「
切
支
丹
物
」
の
第
一
作
目
で
あ
る
。

（
�
）

（
�
）

同
時
代
評
や
初
期
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
本
作
品
は
軽
い
動
機
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
、
深
い
意
味
を
持
た
な
い
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
本
作
品
の

主
題
が
善
悪
の
一
体
で
あ
る
と
い
う
読
み
は
多
く
の
論
者
に
よ
り
肯
定
さ

（
�
）

れ
、
主
題
研
究
の
着
地
点
が
一
定
に
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
本
作
品

が
「
切
支
丹
物
」
の
第
一
作
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
の
キ
リ
ス
ト
教
観

を
追
究
す
る
視
点
か
ら
も
研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
本
作
品
が
も
つ
キ
リ
ス
ト

教
の
要
素
は
異
国
文
化
へ
の
憧
憬
や
遊
び
心
の
あ
ら
わ
れ
と
捉
え
ら
れ
る
こ

（
�
）

と
が
多
く
、
作
者
の
宗
教
意
識
の
分
析
材
料
と
し
て
不
十
分
と
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
理
由
か
ら
、
芥
川
の
初
期
作
品
の
中
で
も
重
要
な
作
品
と
し
て
扱
わ

れ
づ
ら
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
従
来
の
研
究
は
作
家
論
に
傾
き
や
す
く
、
作

品
論
的
検
証
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
「
切
支
丹
物
」
あ
る
い
は
作
者
の
宗
教
的
思
想
の
あ
ら
わ
れ
た

作
品
と
し
て
の
本
作
品
の
価
値
は
追
求
せ
ず
、
作
品
論
的
精
読
を
試
み
る
。

本
作
品
第
二
部
か
ら
第
四
部
に
お
け
る
時
空
間
設
定
と
人
物
像
の
特
色
に
着

目
し
、
作
品
内
で
色
濃
く
見
ら
れ
る
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
要
素
の
働

き
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
章
〈「
自
分
」
に
よ
る
伝
説
〉
の
性
質

本
作
品
第
一
部
に
お
い
て
、
語
り
手
「
自
分
」
は
煙
草
の
日
本
伝
来
の
歴

史
的
事
実
に
言
及
し
た
の
ち
、
日
本
に
煙
草
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
伴
天
連
と

共
に
来
日
し
た
悪
魔
で
あ
る
と
い
う
「
伝
説
と
し
て
の
答
」
を
提
示
す
る
。

煙
草
を
持
ち
込
ん
だ
の
が
悪
魔
で
あ
る
こ
と
と
、
悪
魔
を
連
れ
て
き
た
の
が

芥
川
龍
之
介
「
煙
草
と
悪
魔
」
論

│
│
悪
魔
の
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
性
と
牛
商
人
の
「
心
虚
」
│
│

高

山

さ
よ
子

九
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伴
天
連
で
あ
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
伝
聞
体
で
あ
り
、
典
拠
の
存
在
を
暗
示

し
て
客
観
的
根
拠
を
演
出
す
る
効
果
を
持
つ
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の

は
、
伴
天
連
を
「（
恐
ら
く
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
上
人
が
）」
と
す
る
部
分
は
根

拠
が
示
さ
れ
ず
、「
自
分
」
に
よ
る
推
測
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
自

分
」
の
推
測
で
し
か
な
い
は
ず
の
フ
ラ
ン
シ
ス
上
人
は
、
第
二
部
か
ら
第
四

部
の
「
伝
説
」
の
主
要
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。「
伝
説
」
は
、「
自
分
」
に

よ
り
根
拠
の
な
い
潤
色
が
施
さ
れ
た
〈「
自
分
」
に
よ
る
伝
説
〉
と
で
も
呼

ぶ
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

〈「
自
分
」
に
よ
る
伝
説
〉
の
時
空
間
に
は
、
主
に
フ
ラ
ン
シ
ス
上
人
と
煙

草
の
周
辺
に
、
史
実
と
の
不
一
致
が
存
在
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
次
の
二
点

で
あ
る
。

〈
一
〉
フ
ラ
ン
シ
ス
上
人
の
来
日
が
春
で
あ
る
こ
と

〈
二
〉
煙
草
の
伝
来
期
が
天
文
年
間
で
あ
る
こ
と

〈
一
〉
に
つ
い
て
、
浅
井
乕
八
郎
『
聖
フ
ラ
ン
セ
ス
コ
ザ
ベ
リ
ヨ
書
翰
記

（
�
）

下
巻
』（
三
省
堂
、
一
八
九
一
年
一
一
月
）
で
は
、
ザ
ビ
エ
ル
の
鹿
児
島
上

陸
は
一
五
四
九
年
（
天
文
十
八
年
）
八
月
十
五
日
と
さ
れ
る
。〈「
自
分
」
に

よ
る
伝
説
〉
で
は
、「
天
文
十
八
年
」
は
史
実
通
り
だ
が
、
来
日
の
季
節
は

春
と
な
っ
て
い
る
。
芥
川
は
ザ
ビ
エ
ル
の
関
連
書
籍
を
熟
読
し
て
い
た
た

（
�
）

め
、
本
作
品
の
設
定
は
作
者
の
意
図
の
範
疇
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
�
）

〈
二
〉
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
達
也
『
喫
煙
伝
来
史
の
研
究
』
を
参
照
す
る
。

こ
こ
で
は
、
明
治
・
大
正
期
に
は
大
槻
玄
沢
「

録
」
の
影
響
で
、
煙
草
の

日
本
伝
来
期
を
元
亀
・
天
正
頃
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
書
で
は
代
表
的
な
文
献
に
み
ら
れ
る
煙
草
伝
来
説
が
列
挙
さ

れ
る
が
、
そ
の
中
に
天
文
年
間
説
は
な
い
。
以
上
か
ら
、
本
作
品
執
筆
時

は
、
煙
草
が
天
文
年
間
に
伝
来
し
た
と
い
う
情
報
に
触
れ
づ
ら
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
一
〉
の
設
定
は
、
悪
魔
の
煙
草
栽
培
に
現
実
性
を
付
与
す
る
た
め
の
季

節
の
変
更
と
考
え
ら
れ
る
。「

録
」
に
は
寺
島
良
安
「
和
漢
三
才
図
会
」

か
ら
の
引
用
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
本
作
品
の
悪
魔
の
煙
草
栽
培
と
酷
似

し
て
い
る
。
以
下
に
、「
和
漢
三
才
図
会
」
中
「

録
」
へ
の
引
用
箇
所
を

（
�
）

掲
げ
る
。

煙
草
は
二
月
に
種
を
下
し
五
月
に
移
し
裁
ゑ
、
新
芽
を
摘
り
去
り
虫
を

除
く
。
毎
旦
怠
る
べ
か
ら
ず
。
高
さ
三
四
尺
、
葉
は
商
陸
に
以
て
長
く

大
き
く
、
七
八
月
に
葉
を
采
り
て
藁
筵
を
覆
ひ
て
之
れ
を

し
、（
中

略
）
八
九
月
に
茎
の
頭
に
朶
椏
を
出
し
て
小
白
花
を
開
く
。
赤
色
を
帯

び
て
略
紫
苑
の
花
に
似
た
り
。

一
方
〈
二
〉
の
設
定
は
、
煙
草
お
よ
び
悪
魔
を
天
主
教
と
同
時
に
来
日
さ

せ
る
た
め
の
、
年
号
の
す
り
替
え
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
執
筆
当
時
の
通

説
で
あ
っ
た
元
亀
・
天
正
で
は
な
く
天
文
を
用
い
た
の
は
、
そ
れ
が
史
実
上

の
ザ
ビ
エ
ル
来
日
時
期
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。〈「
自
分
」
に
よ
る
伝
説
〉
は
伝

承
の
形
式
を
と
る
が
、
そ
の
内
部
で
は
、
天
主
教
と
共
に
来
日
し
た
悪
魔
が

煙
草
を
育
て
る
と
い
う
筋
書
き
を
優
先
し
て
、
史
実
と
虚
構
を
混
同
さ
せ
た

人
工
的
な
時
空
間
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

九
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第
二
章

複
合
的
な
悪
魔
像
の
比
重

│
悪
魔
の
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
性
│

次
に
、〈「
自
分
」
に
よ
る
伝
説
〉
と
い
う
人
工
的
な
時
空
間
に
お
け
る
主

人
公
で
あ
る
、
悪
魔
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
悪
魔
像
を
形
作
る
特
徴
的
な
要

素
の
一
つ
が
、
本
作
品
内
で
見
ら
れ
る
他
の
文
学
作
品
七
作
に
つ
い
て
の
言

及
で
あ
る
。

①

喜
多
村
筠
庭
「
嬉
遊
笑
覧
」

②

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
「
司
祭
の
木
犀
草
」

③

ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

④

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
「
東
方
見
聞
録
」

⑤

ト
ル
ス
ト
イ
「
イ
ワ
ン
の
ば
か
」

⑥
「
新
約
聖
書
」

⑦

小
泉
八
雲
「
日
本
雑
記
」
中
の
「
果
心
居
士
」

こ
の
う
ち
②
③
⑤
⑦
の
四
作
が
悪
魔
の
素
性
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
作

品
本
文
中
以
下
の
箇
所
で
言
及
が
あ
る
。

②
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
「
司
祭
の
木
犀
草
」

尤
も
、
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
書
い
た
物
に
よ
る
と
、
悪
魔
は
木

犀
草
の
花
で
、
或
坊
さ
ん
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
た
事
が
あ
る
さ
う
で
あ

る
。

③
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

勿
論
、
ド
ク
ト
ル
・
フ
ア
ウ
ス
ト
を
尋
ね
る
時
に
は
、
赤
い
外
套
を
着

た
立
派
な
騎
士
に
化
け
る
位
な
先
生
の
事
だ
か
ら
、
こ
ん
な
芸
当
な
ぞ

は
、
何
で
も
な
い
。

⑤
ト
ル
ス
ト
イ
「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」

掌
に
肉
豆
が
な
い
の
で
、
イ
ワ
ン
の
妹
に
叱
ら
れ
た
程
、
労
働
の
嫌
な

悪
魔
が
、
こ
ん
な
に
精
を
出
し
て
、
鍬
を
使
ふ
気
に
な
つ
た
の
は

⑦
小
泉
八
雲
「
日
本
雑
記
」
中
の
「
果
心
居
士
」

松
永
弾
正
を
翻
弄
し
た
例
の
果
心
居
士
と
云
ふ
男
は
、
こ
の
悪
魔
だ
と

云
ふ
説
も
あ
る

こ
の
四
箇
所
に
お
い
て
、
②
と
⑦
に
は
伝
聞
体
、
③
と
⑤
に
は
さ
り
げ
な

い
断
定
が
用
い
ら
れ
る
。「
司
祭
の
木
犀
草
」
で
悪
魔
と
い
う
言
葉
は
全
文

（
�
）

中
二
箇
所
に
お
い
て
比
喩
的
に
用
い
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、「
果
心
居
士
」

（

）

に
お
い
て
は
先
行
研
究
の
と
お
り
、
果
心
居
士
が
悪
魔
と
同
一
の
存
在
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
部
分
は
な
い
。
一
方
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」「
イ
ワ
ン
の
ば
か
」

で
は
、
悪
魔
は
一
登
場
人
物
と
し
て
存
在
し
活
動
を
行
う
。「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

に
お
い
て
赤
い
外
套
の
騎
士
に
化
け
る
の
は
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
い
う

個
体
性
を
持
っ
た
悪
魔
で
あ
る
。
一
方
「
イ
ワ
ン
の
ば
か
」
で
イ
ワ
ン
の
妹

（

）

に
叱
ら
れ
る
の
は
、
三
匹
の
小
悪
魔
を
束
ね
る
老
悪
魔
で
あ
り
、
固
有
名
は

な
い
。
両
者
に
は
、
言
葉
を
用
い
て
人
間
を
翻
弄
し
よ
う
と
す
る
姿
が
共
通

芥
川
龍
之
介
「
煙
草
と
悪
魔
」
論

九
三



（

）

す
る
。

「
煙
草
と
悪
魔
」
の
悪
魔
は
、
こ
の
二
作
の
悪
魔
の
う
ち
メ
フ
ィ
ス
ト
フ

ェ
レ
ス
と
の
共
通
点
を
特
に
多
く
有
す
る
。「
イ
ワ
ン
の
ば
か
」
の
老
悪
魔

と
の
共
通
点
は
、
多
弁
な
面
と
労
働
嫌
い
な
気
質
の
二
点
の
み
で
あ
る
。
一

方
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
は
、
多
弁
な
面
の
ほ
か
に
、
言
葉
を
使
用
す
る

立
場
の
人
間
に
変
身
し
相
手
を
欺
く
点
、「
賭
」
と
い
う
言
葉
を
強
調
す
る

点
、
会
話
と
独
白
で
敬
語
と
常
語
を
使
い
分
け
る
点
、
会
話
と
独
白
で
一
人

（

）

称
を
「
私
」「
己
」
と
変
え
る
点
、
人
を
ば
か
に
し
た
慇
懃
な
調
子
で
話
す

（

）

点
、
一
杯
食
わ
せ
た
相
手
に
お
じ
ぎ
を
行
う
点
、「
ペ
ン
タ
グ
ラ
マ
」
の
威

（

）

力
を
受
け
る
点
の
七
つ
が
挙
が
り
、
全
部
で
八
つ
の
共
通
点
を
持
つ
。

（

）

芥
川
は
数
々
の
作
品
で
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
へ
の
執
心
を
見
せ
て
い
る
。

「
妖
婆
」（
一
九
一
九
年
九
月
）、「
動
物
園
」（
一
九
二
〇
年
一
〇
月
）、「
雑

筆
」（
一
九
二
〇
年
一
一
月
）、「LO

S
C
A
PR
IC
H
O
S

」（
一
九
二
二
年
一

月
）、「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」（
一
九
二
三
年
五
月
）、「
文
芸
雑
感
」（
一
九
二

三
年
七
月
）、「
僻
見
」（
一
九
二
四
年
四
月
）、「
河
童
」（
一
九
二
七
年
三

月
）、「
三
つ
の
な
ぜ
」（
一
九
二
七
年
四
月
）、「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸

的
な
」（
一
九
二
七
年
五
月
）、「
闇
中
問
答
」（
一
九
二
七
年
九
月
）
な
ど
が

あ
る
。
こ
の
十
一
作
の
う
ち
、「LO

S
C
A
PR
IC
H
O
S

」「
保
吉
の
手
帳
か

ら
」「
文
芸
雑
感
」「
三
つ
の
な
ぜ
」「
闇
中
問
答
」
の
五
作
が
メ
フ
ィ
ス
ト

フ
ェ
レ
ス
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

芥
川
の
作
品
、
未
定
稿
、
草
稿
、
手
帳
類
に
は
随
所
に
悪
魔
が
散
見
す
る

（

）

（

）

（

）

が
、
芥
川
は
時
に
「D

aem
on

」「D
aim
on

」「Satan

」「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
の

（

）

（

）

小
悪
魔
」「
る
し
へ
る
」「
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
」
と
い
っ
た
多
様
な
名
を

用
い
て
悪
魔
の
個
性
を
表
現
す
る
。
元
々
悪
魔
一
般
を
意
味
す
る

「D
aem

on

」「D
aim
on

」
と
、
一
般
性
と
個
体
性
の
両
面
を
有
す
る
「Sa-

tan

」
を
除
い
た
残
り
の
三
者
は
、
個
体
性
を
持
っ
た
悪
魔
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
三
者
の
中
で
も
、
芥
川
作
品
に
は
特
に
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
名

が
頻
出
す
る
。
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
さ
れ
る
存
在
が
活
動
す
る
作
品

は
、「
切
支
丹
物
」
の
作
品
以
外
に
も
「
芸
術
そ
の
他
」（
一
九
一
九
年
一
一

月
）、「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」、「
侏
儒
の
言
葉
」（
一
九
二
四
年
一
二
月
）、

（

）

「
三
つ
の
な
ぜ
」、「
闇
中
問
答
」
の
五
作
が
あ
る
。
こ
こ
へ
未
定
稿
「
メ
フ

ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
（
仮
）」（
推
定
執
筆
年
は
一
九
一
六
年
頃
）
を
加
え
る

と
、
六
作
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
わ
か
る
の
は
、
芥
川
の
作
品
内
で

活
動
を
す
る
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
は
、
常
に
何
か
を
語
り
、
時
に
は
教
え

（

）

る
、
言
葉
を
利
用
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
芥
川
作

品
の
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
特
徴
を
、
本
作
品
の
悪
魔
も
多
分
に
汲
ん
で

い
る
と
言
え
る
。

第
三
章

牛
商
人
と
「
賭
」
│
誘
惑
の
機
能
不
全
│

本
作
品
中
で
悪
魔
の
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
性
が
特
に
際
立
つ
の
が
、
賭

の
場
面
で
あ
る
。
前
節
で
掲
げ
た
八
つ
の
共
通
点
の
う
ち
、
ペ
ン
タ
グ
ラ
マ

に
関
す
る
点
以
外
の
七
つ
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
悪

魔
が
取
り
付
け
た
賭
と
第
五
部
の
「
誘
惑
」
と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。

九
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尤
も
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
書
い
た
物
に
よ
る
と
、
悪
魔
は
木
犀

草
の
花
で
、
或
坊
さ
ん
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
た
事
が
あ
る
さ
う
で
あ

る
。

こ
れ
な
ら
、
ち
よ
い
と
礫
を
爪
で
こ
す
つ
て
、
金
に
す
れ
ば
、
そ
れ
で

も
可
成
、
誘
惑
が
出
来
さ
う
で
あ
る
。

ま
だ
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ヴ
イ
エ
ル
が
、
日
本
へ
来
た
ば
か
り
で
、
伝
道

も
盛
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
切
支
丹
の
信
者
も
出
来
な
い
の
で
、
肝
腎
の

誘
惑
す
る
相
手
が
、
一
人
も
ゐ
な
い
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
折
角
、
海
を
渡
つ
て
、
日
本
人
を
誘
惑
に
来
た
甲
斐
が
な

い
。

誘
惑
に
勝
つ
た
と
思
ふ
時
に
も
、
人
間
は
存
外
、
負
け
て
ゐ
る
事
が
あ

り
は
し
な
い
だ
ら
う
か
。

本
作
品
内
で
用
い
ら
れ
る
五
箇
所
の
「
誘
惑
」
の
う
ち
、
四
つ
目
ま
で
が

賭
の
前
、
五
つ
目
が
賭
の
後
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
牛
商
人
と
悪
魔
の

賭
を
直
接
示
す
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
牛
商
人
の
窮
地
を
描
い
た
場
面
で
は

「
悪
魔
の
手
に
の
つ
た
」
と
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

賭
の
場
面
で
悪
魔
の
言
葉
を
終
始
冗
談
と
捉
え
続
け
る
牛
商
人
は
、
相
手

の
提
示
す
る
報
酬
を
自
分
が
獲
得
す
る
将
来
の
実
現
に
全
く
期
待
を
抱
い
て

お
ら
ず
、
報
酬
に
対
す
る
欲
望
を
感
じ
て
い
な
い
。
賭
が
成
立
し
た
原
因

は
、
誘
惑
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
無
自
覚
な
牛
商
人
が
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
悪

魔
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
悪

魔
は
誘
惑
に
失
敗
し
な
が
ら
賭
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
賭
に
至
る
経
緯

（

）

を
「
一
人
の
人
間
の
信
仰
と
悪
魔
の
誘
惑
と
の
闘
い
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
の
誘
惑
を
、
第
五
部
の
「
誘
惑
に
勝
つ
た
と
思
ふ

時
」
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

本
作
品
の
確
実
な
典
拠
で
あ
る
高
木
敏
雄
『
比
較
神
話
学
』（
博
文
館
、

（

）

一
九
〇
四
年
一
〇
月
）
と
の
比
較
か
ら
、
悪
魔
の
誘
惑
の
機
能
不
全
は
作
者

の
意
図
の
範
疇
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。「
比
較
神
話
学
」
に
お
い
て
、

悪
魔
と
人
間
の
契
約
の
説
話
の
定
型
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
背
教

を
自
覚
し
た
う
え
で
悪
魔
の
誘
惑
に
負
け
る
人
間
像
で
あ
る
。
し
か
し
本
作

品
で
は
、
典
拠
で
成
立
し
て
い
た
誘
惑
の
構
図
が
、
牛
商
人
の
無
自
覚
に
よ

っ
て
破
綻
し
て
い
る
。
牛
商
人
は
、
伊
留
満
で
あ
る
と
信
じ
切
っ
た
相
手
と

の
軽
口
の
先
に
背
教
を
予
見
す
る
は
ず
が
な
く
、
誘
惑
に
心
を
揺
ら
す
様
子

も
見
せ
な
い
の
で
あ
る
。

賭
の
相
手
が
悪
魔
で
あ
る
と
気
づ
い
た
後
、
牛
商
人
は
肉
体
と
魂
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
「
う
つ
か
り
、
悪
魔
の
手
に
の
つ
た
」

こ
と
を
後
悔
す
る
。
こ
の
後
悔
を
、
天
主
教
信
者
が
罪
を
自
覚
し
た
後
に
抱

（

）

く
「
悔
い
改
め
」
の
気
持
ち
と
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
が
、
牛
商
人
の
姿
に

は
天
主
教
の
基
本
的
な
教
理
に
お
け
る
不
完
全
な
痛
悔
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
牛
商
人
に
模
範
的
な
天
主
教
信
者
の
姿
が
投
影
さ

れ
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
作
者
は
「
切
支
丹
物
」
の
制
作
に
あ

芥
川
龍
之
介
「
煙
草
と
悪
魔
」
論

九
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た
り
キ
リ
シ
タ
ン
書
を
入
念
に
調
査
し
て
い
た
た
め
、
本
作
品
執
筆
時
も
天

主
教
に
お
け
る
痛
悔
の
区
別
を
ふ
ま
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
下
に

『
完
全
な
る
痛
悔
』（
ラ
ゲ
編
、
三
才
社
、
一
九
〇
二
年
九
月
）
を
引
用
す

る
。

完
全
な
る
痛
悔
の
心
は
罪
あ
る
故
地
獄
に
落
べ
き
を
悲
む
に
も
あ
ら

ず
、
又
罪
あ
る
故
天
国
の
快
楽
を
失
ふ
を
悲
し
む
に
も
非
ず
、
其
外
身

の
損
失
を
顧
み
て
悲
む
に
も
あ
ら
ず
、
第
一
歎
き
悲
む
べ
き
は
即
ち
心

を
盡
し
力
を
盡
し
て
愛
し
奉
る
べ
き
広
大
無
辺
の
天
主
に
限
り
も
な
く

嫌
ひ
給
ふ
罪
を
以
て
背
き
奉
り
し
事
是
な
り

こ
の
教
理
に
沿
え
ば
、
牛
商
人
が
起
こ
す
「
後
悔
」
は
天
主
教
の
教
理

上
、
完
全
な
痛
悔
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
身
体
と
魂
が
「
亡
ぶ
る
こ
と
な

き
猛
火
」
に
焼
か
れ
る
運
命
と
な
り
、
洗
礼
を
受
け
た
甲
斐
が
な
く
な
る
こ

と
へ
の
恐
れ
が
、
後
悔
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
牛
商

人
は
、
そ
の
よ
う
な
不
完
全
な
痛
悔
を
持
つ
信
者
で
あ
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス

ト
の
名
で
立
て
た
誓
い
を
守
ろ
う
と
し
た
り
、
聖
母
マ
リ
ア
の
加
護
を
願
っ

た
り
と
、
信
仰
心
が
な
け
れ
ば
起
こ
り
得
な
い
言
動
を
度
々
見
せ
る
。〈「
自

分
」
に
よ
る
伝
説
〉
に
お
い
て
、
牛
商
人
は
真
面
目
な
信
者
で
あ
り
な
が

ら
、
自
身
の
信
仰
に
不
完
全
な
部
分
が
あ
る
と
自
覚
し
得
な
い
、
無
自
覚
な

人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
章

牛
商
人
の
「
心
虚
」

│
傍
観
者
か
ら
当
事
者
へ
の
転
身
│

賭
と
後
悔
の
場
面
に
見
ら
れ
る
牛
商
人
の
無
自
覚
は
、
作
者
が
誘
惑
の
描

写
を
失
敗
し
た
結
果
生
ま
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
こ
で
の
悪
魔
と

牛
商
人
の
構
図
は
、
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
及
び
森
鷗
外
『
フ
ァ
ウ
ス
ト

考
』（
冨
山
房
、
一
九
一
三
年
一
一
月
）
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め

（

）

で
あ
る
。
明
治
時
代
、「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
は
西
洋
思
想
の
教
養
書
と
し
て

（

）

「
婦
女
老
幼
」
に
読
書
が
促
さ
れ
た
。「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
「
第
一
部

書

斎
」
で
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
に
化
け
た
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
、
そ
れ

を
本
物
の
博
士
と
信
じ
込
ん
だ
学
生
と
の
や
り
と
り
が
描
か
れ
る
。
学
生
は

メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
皮
肉
な
言
葉
の
真
意
に
気
づ
か
ず
、
偉
大
な
博
士

の
言
葉
と
し
て
鵜
呑
み
に
す
る
。
本
作
品
中
の
、
伊
留
満
に
化
け
た
悪
魔
と

牛
商
人
の
関
係
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。
こ
の
場
面
を
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
考
」
で

は
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

メ
フ
イ
ス
ト
フ
エ
レ
ス
の
賽
フ
ア
ウ
ス
ト
と
対
話
を
す
る
学
生
は
小
フ

ア
ウ
ス
ト
で
、
ギ
ヨ
オ
テ
は
学
生
を
書
く
に
も
自
己
を
モ
デ
ル
に
し

た
。
ス
ト
ラ
ア
ス
ブ
ル
ヒ
時
代
を
回
顧
し
て
、「
際
限
な
き
心
虚
、
フ

（
マ
マ
）

ア
ウ
ス
ト
中
の
学
生
の
典
型

と
略
記
し
て
ゐ
る
。
心
虚
と
は
ぼ
ん
や

り
し
て
ゐ
る
こ
と
、
注
意
し
て
ゐ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

九
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こ
の
「
心
虚
」
こ
そ
、「
比
較
神
話
学
」
の
説
話
の
定
型
を
改
変
し
て
牛

商
人
に
付
与
さ
れ
た
、
誘
惑
へ
の
無
自
覚
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」「
第
二
部
第
二
幕
」
で
は
、
第
一
部
か
ら
数
年
を
経
た
同

じ
場
所
で
、
同
じ
人
物
に
よ
り
、
同
じ
構
図
が
繰
り
返
さ
れ
る
。「
得
業
士
」

と
な
っ
た
学
生
は
皮
肉
な
達
観
を
獲
得
し
た
自
分
に
陶
酔
し
、
自
身
の
愚
か

さ
を
認
め
た
博
士
（
悪
魔
）
を
「
自
知
の
明
が
あ
る
」
と
笑
う
が
、
自
分
が

現
に
悪
魔
に
騙
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
か
ず
、
第
一
部
で
見
ら
れ
た

「
心
虚
」
は
存
続
し
て
い
る
。
得
業
士
が
去
っ
た
舞
台
に
取
り
残
さ
れ
た
メ

フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
は
、
得
業
士
の
愚
か
さ
を
嘲
り
な
が
ら
、
客
席
で
拍
手

も
せ
ず
静
か
に
観
劇
す
る
若
者
に
向
か
っ
て
、
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。

あ
な
た
方
は
大
ぶ
冷
澹
に
聞
い
て
ゐ
ま
す
ね
。

好
い
子
の
あ
な
た
方
の
事
だ
か
ら
、
構
ひ
ま
せ
ん
。

（
マ
マ
）

ま
あ
、
考
へ
て
御
覧
な
い
。
悪
魔
は
年
寄
だ
。

年
が
寄
つ
た
ら
、
わ
た
し
の
言
ふ
こ
と
が
分
か
る
で
せ
う
。

観
客
は
、
舞
台
と
客
席
の
間
の
次
元
の
差
を
飛
び
越
え
て
語
り
か
け
て
き

た
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
に
よ
っ
て
、
傍
観
者
で
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。

「
自
知
の
明
」
の
な
い
得
業
士
を
他
人
事
と
し
て
眺
め
て
い
た
観
客
は
、
悪

魔
の
言
動
に
よ
っ
て
自
身
の
「
心
虚
」
を
自
覚
し
、
自
分
た
ち
も
当
事
者
で

あ
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
「
心
虚
」
の
自
覚
が
、
本
作
品
の
第
五
部
に
託
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

煙
草
は
海
外
か
ら
薬
と
し
て
伝
わ
り
、
明
治
・
大
正
期
に
は
薬
効
と
有
害

（

）

性
の
両
方
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
薬
と
し
て
日
本
に
定
着
し
た
煙
草
の
化
け

の
皮
が
剥
が
れ
つ
つ
あ
っ
た
当
時
、
た
と
え
煙
草
有
害
説
に
十
分
な
科
学
的

根
拠
が
伴
わ
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
て
も
、
人
々
は
そ
れ
ま
で
自
分
た
ち
が

い
か
に
呑
気
に
煙
草
を
嗜
ん
で
い
た
か
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
第
五
部
で
は
、
煙
草
の
有
害
性
に
気
づ
き
得
な
か
っ
た
頃
の
人
々
の
盲

目
状
態
が
、「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
「
心
虚
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結

第
五
部
で
は
明
治
以
後
の
悪
魔
の
再
渡
来
が
断
言
さ
れ
、
煙
草
伝
来
当
時

と
同
様
の
暗
躍
が
示
唆
さ
れ
な
が
ら
も
、
悪
魔
の
活
動
の
詳
細
は
語
ら
れ
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
当
時
の
読
者
は
悪
魔
の
活
動
に
想
い
を
馳
せ
、
か
つ
て
の

煙
草
に
代
替
す
る
有
害
な
何
か
が
明
治
以
後
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
気
づ

き
得
な
い
「
心
虚
」
を
、
現
在
の
自
分
た
ち
が
持
つ
こ
と
を
知
る
。
そ
れ

は
、
煙
草
が
日
本
へ
渡
来
し
た
時
代
の
人
々
が
持
っ
て
い
た
過
去
の
「
心

虚
」
と
リ
ン
ク
し
、
過
去
の
人
々
の
「
心
虚
」
が
元
で
煙
草
と
い
う
毒
物
が

定
着
し
き
っ
た
明
治
以
後＝

読
者
に
と
っ
て
の
現
在
を
再
認
識
さ
せ
る
。
煙

草
の
受
容
の
歴
史
的
変
遷
を
読
者
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
再
渡
来
し

た
悪
魔
の
新
し
い
道
具
が
明
治
以
後
の
人
々
の
「
心
虚
」
に
隠
れ
て
伝
播

し
、
日
本
に
定
着
し
き
っ
て
か
ら
正
体
を
表
す
未
来
を
、
読
者
に
示
唆
し
う

る
の
で
あ
る
。

「
明
治
以
後
」
で
あ
る
本
作
品
発
表
当
時
に
生
き
る
読
者
に
「
心
虚
」
を

芥
川
龍
之
介
「
煙
草
と
悪
魔
」
論

九
七



自
覚
さ
せ
る
う
え
で
、〈「
自
分
」
に
よ
る
伝
説
〉
内
で
作
ら
れ
た
登
場
人
物

像
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
牛
商
人
に
添
加
さ
れ
た
「
心
虚
」
と
、
そ
れ
を
強

調
す
る
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
的
な
悪
魔
像
が
あ
っ
て
こ
そ
、
第
五
部
末
尾

の
顛
末
が
、
当
事
者
と
し
て
の
強
い
自
覚
を
読
者
に
与
え
る
機
能
を
持
つ
の

で
あ
る
。

注（
１
）
廣
津
和
郎
「
十
一
月
文
壇＝

創
作
及
び
其
他＝

」（「
時
事
新
報
」

一
九
一
六
年
一
一
月
）
で
は
、
本
作
品
に
は
技
巧
的
な
趣
味
性
以
外

に
期
待
す
べ
き
特
色
が
見
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
加
藤
武
雄
「
芥

川
龍
之
介
氏
を
論
ず
」（「
新
潮
」
一
九
一
七
年
一
月
）
で
は
、
本
作

品
は
小
説
よ
り
も
お
話
に
近
く
「
思
ひ
附
を
楽
し
ん
で
、
そ
の
材
料

の
本
質
的
な
ら
ぬ
興
味
に
連
れ
ら
る
ゝ
軽
い
心
持
で
書
か
れ
た
作

品
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

（
２
）
越
智
治
雄
・
菊
地
弘
・
平
岡
敏
夫
報
告
、
三
好
行
雄
司
会
「〈
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
〉
芥
川
龍
之
介
の
志
向
し
た
も
の
│
│
初
期
の
作
品
を
め

ぐ
っ
て
│
│
」（「
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
」
學
燈
社
、
一
九

七
五
年
二
月
）
に
お
い
て
、
三
好
氏
に
よ
っ
て
本
作
品
は
「
一
種
の

知
的
遊
戯
」
と
し
て
「
芥
川
の
非
常
に
悪
い
面
」
が
表
出
し
た
作
品

と
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
岡
氏
は
本
作
品
を
善
悪
の
「
相
克
」
を
「
強

く
出
そ
う
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
で
書
い
た
作
品
で
は
な
い
」
と
分
析

し
た
。
ま
た
、
石
割
透
『
新
鋭
研
究
叢
書
４

芥
川
龍
之
介
│
初
期

作
品
の
展
開
』（
有
精
堂
、
一
九
八
五
年
二
月
）
で
は
「
作
者
の

〈
日
本
と
西
洋
〉
の
深
い
認
識
が
横
た
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
」

と
さ
れ
た
。

（
３
）
高
橋
博
史
「
芥
川
龍
之
介
「
煙
草
と
悪
魔
」
│
│
初
期
芥
川
龍
之

介
論
の
た
め
の
ノ
ー
ト
（
１
）
│
│
」（「
学
習
院
女
子
短
期
大
学
紀

要
」
学
習
院
女
子
短
期
大
学
、
一
九
八
六
年
一
二
月
）。

（
４
）
笹
淵
友
一
『
明
治
大
正
文
学
の
分
析
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
〇
年

一
一
月
）。

（
５
）『
聖
フ
ラ
ン
セ
ス
コ
ザ
ベ
リ
ヨ
書
翰
記

下
巻
』
の
「
第
八
十
三

號
」
に
は
「
八
月
十
五
日
に
（
中
略
）
鹿
児
島
に
着
し
た
り
」
と
あ

る
。
河
野
純
徳
訳
『
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
全
書
簡
３
』

（
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
九
月
）
の
「
書
簡
九
〇
」
に
あ
る
日
本
上

陸
の
日
付
「
一
五
四
九
年
八
月
、
聖
母
の
祝
日
（
十
五
日
）」
と
同

じ
も
の
で
あ
る
。

（
６
）
一
九
一
四
年
八
月
三
〇
日
、
井
川
恭
宛
書
簡
。

（
７
）
鈴
木
達
也
『
喫
煙
伝
来
史
の
研
究
』（
思
文
閣
、
一
九
九
九
年
一
一

月
）
で
は
、
煙
草
に
ま
つ
わ
る
「
我
が
国
の
文
献
・
資
料
の
う
ち
代

表
的
な
も
の
」
と
し
て
、
多
数
の
文
献
に
お
け
る
煙
草
伝
来
期
の
記

述
を
ま
と
め
る
が
、
天
文
年
間
に
該
当
す
る
期
間
は
そ
こ
に
示
さ
れ

て
い
な
い
。

（
８
）『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

第
二
十
九
巻

和
漢
三
才
図
会

（
二
）』（
谷
川
健
一
編
、
三
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
八
月
）。

（
９
）「
司
祭
の
木
犀
草
」
に
お
い
て
は
、
木
犀
草
が
茂
っ
た
原
因
の
推
測

と
、
司
祭
の
煩
悩
の
比
喩
の
二
ヶ
所
に
の
み
悪
魔
の
文
字
が
見
ら
れ

九
八



る
。
確
認
は
鈴
木
信
太
朗
訳
「
司
祭
の
木
犀
草
」（『
ア
ナ
ト
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ス
小
説
集
６

新
装
復
刊

バ
ル
タ
ザ
ー
ル
』
白
水
社
、
二

〇
〇
〇
年
九
月
）
に
拠
っ
た
。

（

）
小
谷
瑛
輔
「
芥
川
龍
之
介
「
煙
草
」
と
切
支
丹
物
の
出
発
│
│
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
以
降
の
日
本
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
受
容
を
視
座

と
し
て
」（「
ヘ
ル
ン
研
究
」
二

富
山
大
学
ヘ
ル
ン
（
小
泉
八
雲
）

研
究
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

（

）
本
稿
で
は
「
悪
魔
」
と
翻
訳
さ
れ
た
訳
本
に
重
き
を
置
き
、
な
お

か
つ
「
煙
草
と
悪
魔
」
執
筆
時
に
は
入
手
可
能
で
あ
っ
た
『
ト
ル
ス

ト
イ
民
話
集
』（
塚
本
弘
訳
、
洛
陽
堂
、
一
九
一
六
年
五
月
）
収
録

の
「『
馬
鹿
』
の
イ
ワ
ン
」
を
参
照
し
た
。
こ
こ
で
、
三
匹
の
小
悪

魔
は
「
小
悪
魔
」、
大
悪
魔
は
「
悪
魔
の
親
分
」「
悪
魔
の
親
方
」

「
老
悪
魔
」
と
訳
さ
れ
る
。

（

）
変
身
能
力
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
は
本
作
品
中
で
「
自
分
」
に
よ

り
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
悪
魔
の
特
徴
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
本
稿

で
は
そ
れ
に
倣
い
、
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
特
徴
と
す
る
。

（

）
邦
訳
が
発
表
さ
れ
る
に
つ
れ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
文
体
は
多
様
化

し
た
。
森
鷗
外
訳
に
お
け
る
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
は
、
フ
ァ
ウ
ス

ト
の
前
で
は
敬
語
＋
私
、
独
白
部
で
は
横
柄
な
口
調
＋
己
を
用
い
、

口
調
に
お
け
る
二
面
性
が
徹
底
さ
れ
た
。「
煙
草
と
悪
魔
」
の
悪
魔

に
は
特
に
鷗
外
訳
の
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
像
が
投
影
さ
れ
て
い

る
。

（

）
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」「
窖
」
の
章
。

（

）
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」「
書
斎
」
の
章
。

（

）
芥
川
の
第
一
高
等
学
校
在
学
と
新
渡
戸
稲
造
の
校
長
在
任
の
期
間

か
ら
、
芥
川
は
鷗
外
訳
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
よ
り
も
前
に
新
渡
戸
稲
造

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
物
語
』（
六
盟
館
、
一
九
一
〇
年
三
月
）
に
目
を
通
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（

）「
芭
蕉
雑
記
」（
一
九
二
三
年
一
一
月
）。

（

）「
闇
中
問
答
」（
前
掲
）。

（

）
ノ
ー
ト
「
山
梨
夏
季
大
学
講
義
（
仮
）」。
こ
こ
で
「Satan

」
は

「
異
常
な
る
力
」
と
さ
れ
る
。

（

）「
文
芸
雑
話

饒
舌
」（
一
九
一
八
年
一
月
）。

（

）「
る
し
へ
る
」（
一
九
一
八
年
一
一
月
）。
一
九
一
五
年
五
月
二
三
日

の
井
川
恭
宛
書
簡
に
「
ル
イ
ズ
のThe

M
onk

」
で
「
ル
シ
フ
ア

ア
」
の
物
語
を
確
認
し
た
と
あ
る
。

（

）
他
に
も
「LO

S
C
A
PR
IC
H
O
S

」
に
は
冒
頭
に
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ

レ
ス
を
含
む
引
用
文
が
あ
り
、
全
集
後
記
で
は
「
塵
労
」
の
尨
犬
を

メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
関
連
づ
け
る
が
、
本
文
中
に
そ
れ
と
明
白

な
存
在
は
登
場
し
な
い
。

（

）「
芸
術
そ
の
他
」
で
は
来
日
し
た
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
が
批
評
家

へ
の
皮
肉
を
語
る
。「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」
の
保
吉
は
、
教
師
と
し

て
生
徒
に
応
用
化
学
を
教
え
る
悪
魔
に
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
「
一
切
の
理
論
は
灰
色
だ
が
、
緑
な
の
は
黄
金
な
す
生
活
の
樹

だ
！
」
と
い
う
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
中
の
言
葉
を
感
じ
る
。「
侏
儒
の

言
葉
」
で
は
「
博
士
に
化
け
たM

ephistopheles

」
が
大
学
の
学
生

芥
川
龍
之
介
「
煙
草
と
悪
魔
」
論

九
九



に
半
肯
定
論
法
を
説
く
。「
三
つ
の
な
ぜ
」
で
は
、「
フ
ア
ウ
ス
ト
の

悲
劇
」
が
始
ま
る
き
っ
か
け
と
し
て
悪
魔
の
言
葉
が
作
用
し
た
と
い

う
創
作
が
展
開
す
る
。「
闇
中
問
答
」
で
は
「
僕
」
と
問
答
を
交
わ

す
「
或
声
」
を
「
昔
あ
の
フ
ア
ウ
ス
ト
の
部
屋
へ
犬
に
な
つ
て
は
ひ

つ
て
行
つ
た
悪
魔
」
と
す
る
。
未
定
稿
「
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス

（
仮
）」
は
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
ら
し
き
存
在
の
一
人
語
り
で
あ

る
。
多
弁
な
悪
魔
像
は
「
る
し
へ
る
」
に
も
顕
著
だ
が
、
悪
魔
ル
シ

フ
ァ
ー
が
活
動
す
る
作
品
は
、
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
登
場
作
品

と
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
。

（

）
郡
司
英
子
「『
煙
草
と
悪
魔
』
試
論
」（「
論
究
」
二
松
学
舎
大
学
佐

古
研
究
室
、
一
九
八
三
年
三
月
）。

（

）
広
瀬
朝
光
「
芥
川
の
切
支
丹
物
新
考
察
│
「
煙
草
」
と
「
る
し
へ

る
」
の
典
拠
│
」（「
文
芸
研
究
」
日
本
文
芸
研
究
会
、
一
九
七
五
年

五
月
）。
本
作
品
の
典
拠
に
つ
い
て
、
芥
川
は
初
出
後
記
「
校
正
の

后
に
」
で
「
昔
、
高
木
さ
ん
の
比
較
神
話
学
を
読
ん
だ
時
に
見
た
話

を
少
し
変
へ
て
使
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（

）
曺
紗
玉
「
悪
と
悪
魔
│
大
正
五
年
か
ら
七
年
に
書
か
れ
た
四
篇
の

切
支
丹
物
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
と
キ
リ
ス
ト
教
│
」（「
二
松
」
二

松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
一
九
九
三
年
三
月
）。

（

）
未
定
稿
「
銀
座
の
或
珈
琲
店
（
仮
）」（
推
定
執
筆
年
は
一
九
二
〇

年
頃
）
に
は
、
二
十
四
年
前
に
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
契
約
し
た

と
い
う
男
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
考
」
で
紹
介
さ
れ

る
初
期
の
戯
曲
の
あ
ら
す
じ
と
一
致
す
る
設
定
で
あ
り
、
芥
川
が

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
考
」
に
感
化
さ
れ
着
想
を
得
た
可
能
性
は
極
め
て
高

い
。

（

）『
東
京
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）』（
一
九
一
〇
年
三
月
二
二
日
、
一
頁
）。

（

）『
東
京
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）』（
一
九
〇
六
年
二
月
一
九
日
、
五
頁
）

の
煙
草
の
健
康
被
害
の
記
事
で
は
、
煙
草
が
有
害
で
あ
る
と
知
り
な

が
ら
も
禁
煙
で
き
な
い
当
時
の
人
々
の
様
子
が
わ
か
る
が
、
一
八
九

九
年
一
二
月
三
〇
日
の
同
新
聞
朝
刊
六
頁
に
は
煙
草
の
薬
効
を
主
張

す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
芥
川
も
当
初
は
煙
草
の
薬
効
を
信
じ
て
い

た
ら
し
い
（
一
九
一
一
年
一
〇
月
一
七
日
中
塚
癸
巳
男
宛
書
簡
）

が
、「
軍
艦
金
剛
航
海
記
」（
一
九
一
七
年
七
月
）
で
は
ニ
コ
チ
ン
に

よ
る
体
調
不
良
の
描
写
が
あ
り
、
煙
草
有
害
説
を
肯
定
し
て
い
る
。

付
記本

稿
に
お
け
る
「
煙
草
と
悪
魔
」
本
文
及
び
芥
川
龍
之
介
の
他
作
品
・

未
定
稿
・
草
稿
・
書
簡
・
手
帳
類
の
確
認
と
引
用
は
全
て
『
芥
川
龍
之
介

全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
〜
一
九
九
八
年
、
全
二
十
四
巻
）
に
拠

っ
た
。
ま
た
、
邦
訳
の
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
確
認
・
引
用
は
森
鷗

外
訳
の
ギ
ヨ
オ
テ
『
フ
ア
ウ
ス
ト

第
一
部
』（
冨
山
房
、
一
九
一
三
年

一
月
）、『
フ
ア
ウ
ス
ト

第
二
部
』（
冨
山
房
、
一
九
一
三
年
三
月
）
に

拠
っ
た
。
な
お
、
文
献
情
報
に
お
い
て
は
、
森
林
太
郎
は
す
べ
て
森
鷗
外

と
し
た
。
資
料
・
文
献
の
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

（
た
か
や
ま
・
さ
よ
こ

二
〇
一
八
年
度
本
学
卒
業
生
）

一
〇
〇


